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	応用
	抗原情報
	背景
	機能：二本鎖DNA切断に応答して、p53/TP53の'Ser-46'リン酸化とそれに続くアポトーシスを促進する。,誘導：アドリアマイシン、ガンマ線照射、H(2)O(2)によりp53依存的に誘導される。低レベルの場合は紫外線照射により誘導される。,細胞内局在：PML/POD/ND10核体に濃縮されている。,サブユニット：TP53およびHIPK2と相互作用する。,組織特異性：普遍的に発現する。,機能：二本鎖DNA切断に応答して、p53/TP53の'Ser-46'リン酸化とそれに続くアポトーシスを促進する。,誘導：アドリアマイシン、ガンマ線照射、H(2)O(2)によりp53依存的に誘導される。紫外線照射により低レベルで発現。,細胞内局在:PML/POD/ND10核体に集中。,サブユニット:TP53およびHIPK2と相互作用。,組織特異性:普遍的に発現。,
	研究分野
	細胞生物学
	画像データ
	

	COLO205細胞、HUVEC細胞、HepG2細胞のライセートをTP53INP1抗体を用いてウェスタンブロット解析した。右レーンは合成ペプチドでブロッキングされている。
	

	TP53INP1 抗体を使用した HT-29 細胞の溶解物のウエスタン ブロット分析。
	

	TP53INP1ポリクローナル抗体（1：1000希釈）を用いた様々な細胞のウェスタンブロット解析。二次抗体は1：20000に希釈した。

